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2022年12月9日 
株式会社日立システムズ 

 

日立システムズが外部の医療機関と提携し、従業員向け次世代診療の提供を開始 
 

株式会社日立システムズ（代表取締役 取締役社長：柴原 節男、本社：東京都品川区／以下、日立システ
ムズ）は、品川区大崎に診療所を開設した社外の医療機関「医療法人社団鉄祐会 祐ホームクリニック」と提携し、
日立システムズの従業員向けに次世代診療「Smart Oneクリニック」の提供を開始しました。「Smart Oneクリニック」は
対面診療だけでなく、専用アプリケーションを通じた自宅からのオンライン診療や効率的な健康管理も可能とし、従業
員の健康維持・向上をより一層支援します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

  
今回連携を開始した診療所（左）と次世代診療「Smart Oneクリニック」によるオンライン診療の様子（右） 
 
日立システムズは、企業理念である「真に豊かな社会の実現に貢献すること」「お客さまに満足と感動をもたらす新た

な価値を創造すること」をめざして、従業員が個々の能力を発揮し、いきいきと働くことができる職場づくりを継続して行
っています。従業員の健康を維持・向上させることを第一として、2017年6月に「健康経営宣言」を行い、各事業所に
健康相談窓口を設置して産業医・保健師、人事・総務、所属上長、社外 EAP（従業員支援プログラム）が一体と
なったヘルスケア支援体制を構築し、さまざまな取り組みを実施しています。 

 
さらに、今年度から新たに従業員のセルフヘルスケアマネジメントを推進する取り組みの一環として、外部の医療機

関「医療法人社団鉄祐会 祐ホームクリニック」と提携した次世代診療「Smart One クリニック」の提供を開始し、支援
体制を強化しました。 
「Smart Oneクリニック」はPHR(*1)管理システム「Smart One Health(*2)」を通じたオンラインでの受診が可能で、従業員

個々の都合に合わせた医療機関への受診ができます。また、個々の PHR や受診状況をクラウドで記録・一元管理す
ることで、それらの情報を基に医師や産業医・保健師から効率的なヘルスケアサポートが受けられます。これにより、従業
員の健康維持・向上を支援します。 
(*1) PHR(Personal Health Record)：個人の健康診断結果、服薬履歴、日常生活でのバイタルデータ等の保健医療情報。 

(*2) Smart One Healthは株式会社インテグリティ・ヘルスケアが提供。 
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今後も日立システムズは、従業員のフィジカル・メンタル両面の健康の維持・向上の施策を積極的に推進し、健康
に対する従業員の主体的な行動を支援してまいります。そして、いきいきと働く多彩な人財と先進の情報技術を組み
合わせた独自のサービスによって、お客さまのデジタルトランスフォーメーションに貢献し、お客さまと共に新たな価値を創造
してまいります。 

 
■「医療法人社団鉄祐会」 理事長 武藤 真祐 様のコメント 
 祐ホームクリニックは 2010年に文京区に開院しまして、現在は医療法人社団鉄祐会として都内に 8つの診療所と
訪問看護ステーション、宮城県石巻市に診療所と訪問看護ステーションを運営しています。通院が困難になった方への
訪問診療を通じて、早期から予防医療の大切さを実感しました。PHR とオンライン診療・外来での組み合わせを活用
し、健康の維持・促進にお役に立てればと思います。 
 
■日立システムズのヘルスケア支援体制について 

 
 

■「Smart One Health」のイメージ図 
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■日立システムズの「健康経営」の主な取り組みと評価について 
【「健康経営優良法人」に認定】 
健康経営を宣言した 2017 年以降、従業員と家族の健康維持・向上のための施策を積極的に推進するとともに

健康に対する従業員の主体的な行動を支援するさまざまな取り組みを実施し、経済産業省から「健康経営優良法
人」に認定されています。 
 詳細は https://www.hitachi-systems.com/news/2022/20220428_1.html をご覧ください。 
 
【「がんアライアワード」ゴールド賞を受賞】 
がんり患者の味方「アライ(ALLY)(*3)」であること、および、がんを身近なものとして捉え理解を深める取り組みを進めるこ

とを宣言して実行し、がんを治療しながら働く人を応援する団体を表彰する「がんアライアワード」を受賞しました。 
 詳細は https://www.hitachi-systems.com/news/2021/20211210.html をご覧ください。 
(*3) ALLY(アライ)：「味方」の意味。日立システムズでは、LGBTをはじめ、ダイバーシティに関する社会的課題について、自分ごととして捉え、その解決に向けて動く人を表す。 

 
【「がん対策推進企業アクション」厚生労働大臣賞を受賞】 
「検診」「治療と仕事の両立」「情報提供」の取り組みが総合的に評価され、厚生労働省の委託事業である「がん

対策推進企業アクション」より「厚生労働大臣賞」を受賞しました。 
詳細は https://www.hitachi-systems.com/news/2021/20210309_1.html をご覧ください。 

 
■日立システムズについて 
株式会社日立システムズは、幅広い規模・業種システムの構築と、データセンター、ネットワークやセキュリティの運用・

監視センター、コンタクトセンター、全国約300か所のサービス拠点などの多彩なサービスインフラを生かしたシステム運用・
監視・保守が強みの IT サービス企業です。多彩な「人財」と先進の情報技術を組み合わせた独自のサービスによってお
客さまのデジタライゼーションに貢献し、新たな価値創造に共に取り組み、お客さまからすべてを任せていただけるグローバ
ルサービスカンパニーをめざします。 
詳細は https://www.hitachi-systems.com/ をご覧ください。 

 
■お客さまからのお問い合わせ先 
株式会社日立システムズ お問い合わせWebフォーム 
https://www.hitachi-systems.com/form/contactus.html 

 
以上 

*記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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